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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策により企業収益や雇用情勢の改善など景気

に穏やかな回復の兆しがみられるものの、不安定な金融情勢に加え、中国経済の減速、米国の政権移行に伴う政

策変更リスクや依然不安定な欧州の政局など、景気の先行きは不透明感を増しております。

このような状況の下、当社グループは前連結会計年度に引続き、売上拡大に向けた営業強化と生産効率の向上

を図ってまいりました結果、売上高は112億48百万円（前年同四半期比2.1％増）となりました。損益面におきま

しては、生産性を高めるための工程改善、省力化の推進及び原材料効率化等の原価低減効果により、営業利益は

９億13百万円（前年同四半期比95.9％増）となりました。営業外収益に為替差益１億29百万円、営業外費用に持

分法による投資損失14百万円を計上したこと等により、経常利益は９億76百万円（前年同四半期比143.7％

増）、特別損失に投資有価証券売却損１億75百万円を計上したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益

は５億37百万円（前年同四半期比57.1％増）となりました。 

 

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

日本成形関連事業

自動車部品につきましては、当第３四半期連結累計期間において新機種の量産開始等もあり、引き続き堅調

に推移いたしました。物流産業資材は、復興需要が終息したものの、物流用資材や雨水貯留浸透用製品が好

調に推移し、前年同四半期比増収となっております。この結果、売上高は106億96百万円（前年同四半期比

3.6％増）、セグメント利益は６億94百万円（前年同四半期比208.2％増）となりました。

中国成形関連事業

物流産業資材及び機構品部品の売上拡大に努めておりますが、非常に厳しい状況が続いております。売上高

は２億35百万円（前年同四半期比35.9％減）と大幅に減収となりました。工場経費を中心とした徹底的な原

価削減を進めましたが、セグメント損失は28百万円（前年同四半期は４百万円の損失）となりました。 

不動産関連事業

相模原市、伊賀市、伊那市所在の賃貸建物及び二本松市所在の土地から構成されております。売上高は３億

16百万円（前年同四半期は３億16百万円）、セグメント利益は２億47百万円（前年同四半期比0.6％増）と

なりました。

 

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、154億73百万円（前連結会計年度末比３億23百万円減）となりま

した。これは主に、現金及び預金が６億95百万円増加、投資有価証券が９億70百万円減少したこと等によるも

のであります。

負債合計は、114億35百万円（前連結会計年度末比８億71百万円減）となりました。これは主に、長期借入金

が４億64百万円、１年内返済予定の長期借入金が２億４百万円減少したこと等によるものであります。

純資産合計は、40億38百万円（前連結会計年度末比５億47百万円増）となりました。これは主に、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上及びその他有価証券評価差額金が１億30百万円増加したこと等によるもので

あります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第３四半期連結累計期間までの業績は計画を上回って推移いたしましたが、今後の原油価格、為替等の動向に

より変動する可能性があることから通期予想を据え置きました。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。これによる損益に与える影響

は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,843 3,539 

受取手形及び売掛金 3,007 2,670 

電子記録債権 660 939 

製品 334 242 

原材料 368 437 

仕掛品 50 57 

短期貸付金 112 58 

その他 250 239 

流動資産合計 7,629 8,184 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,153 2,041 

土地 2,610 2,610 

その他（純額） 1,549 1,502 

有形固定資産合計 6,313 6,154 

無形固定資産 59 104 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,679 709 

その他 141 346 

貸倒引当金 △25 △25 

投資その他の資産合計 1,795 1,030 

固定資産合計 8,168 7,288 

資産合計 15,797 15,473 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,052 3,841 

短期借入金 300 300 

1年内返済予定の長期借入金 1,596 1,392 

未払法人税等 96 240 

賞与引当金 179 108 

その他 1,164 1,172 

流動負債合計 7,389 7,055 

固定負債    

長期借入金 4,143 3,678 

資産除去債務 37 38 

その他 736 662 

固定負債合計 4,917 4,379 

負債合計 12,307 11,435 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,208 1,208 

資本剰余金 897 897 

利益剰余金 1,402 1,939 

自己株式 △47 △42 

株主資本合計 3,461 4,003 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △13 117 

繰延ヘッジ損益 △12 △8 

為替換算調整勘定 44 △74 

その他の包括利益累計額合計 19 34 

新株予約権 8 － 

純資産合計 3,490 4,038 

負債純資産合計 15,797 15,473 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 11,013 11,248 

売上原価 9,003 8,734 

売上総利益 2,009 2,514 

販売費及び一般管理費 1,543 1,600 

営業利益 466 913 

営業外収益    

受取利息 1 3 

受取配当金 24 6 

為替差益 3 129 

スクラップ売却益 8 2 

その他 13 10 

営業外収益合計 53 153 

営業外費用    

支払利息 94 74 

持分法による投資損失 23 14 

その他 2 1 

営業外費用合計 119 90 

経常利益 400 976 

特別利益    

固定資産売却益 34 4 

新株予約権戻入益 － 4 

特別利益合計 34 8 

特別損失    

固定資産売却損 0 － 

固定資産除却損 3 3 

投資有価証券売却損 － 175 

投資有価証券評価損 27 － 

特別損失合計 31 178 

税金等調整前四半期純利益 404 806 

法人税等 62 269 

四半期純利益 342 537 

親会社株主に帰属する四半期純利益 342 537 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 342 537 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △93 130 

繰延ヘッジ損益 2 3 

為替換算調整勘定 △5 △35 

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 △83 

その他の包括利益合計 △98 15 

四半期包括利益 243 552 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 243 552 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２ 
 

日本成形 
関連事業 

中国成形 
関連事業 

不動産 
関連事業 

計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 10,328 367 316 11,013 － 11,013 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
0 25 － 25 △25 － 

計 10,328 393 316 11,039 △25 11,013 

セグメント利益又は損失（△） 225 △4 245 466 － 466 

（注）１ セグメントの調整額は、セグメント間取引消去25百万円であります。

２ 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２ 
 

日本成形 
関連事業 

中国成形 
関連事業 

不動産 
関連事業 

計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 10,696 235 316 11,248 － 11,248 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
0 10 － 10 △10 － 

計 10,696 246 316 11,259 △10 11,248 

セグメント利益又は損失（△） 694 △28 247 913 － 913 

（注）１ セグメントの調整額は、セグメント間取引消去10百万円であります。

２ 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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